
令和４年度シラバス（理科）     学番６５ 新潟県立出雲崎高等学校  

教科(科目) 理科(科学と人間生活) 単位数 ２単位 学年(コース) 普通科 １年次 

使用教科書 実教出版『科学と人間生活』702 

副 教 材 等 自作プリント 

 

１ 学習目標         

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を 

科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指す。 

 

２ 指導の重点                  

科学技術の発展、身近な自然の事物・現象及び日常生活や社会の中で利用されている科学技術、自然と人間生活との関わり及び科学技

術と人間生活との関わりについて理解できるよう指導する。 

 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

自然と人間生活とのかかわりおよび科学

技術と人間生活とのかかわりについて理解

しているとともに，科学的に探究するため

に必要な観察・実験などに関する技能を身

に付けている。 

人間生活と関連のある自然の事物や現象

の中に問題を見出し，見通しをもって実験・

観察・調査などを行うとともに，ものごとを

総合的に分析して考察し，それを表現する

など、科学的に探究している。 

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学

的に探究しようとする態度が養われてい

る。自然の原理・法則や科学技術の発展と人

間生活とのかかわりについて、興味・関心を

高めている。 

 

４ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評
価
の
観
点 

自然と人間生活とのかかわりおよび科

学技術と人間生活とのかかわりについて

理解しているとともに，科学的に探究する

ために必要な観察・実験などに関する技能

を身に付けている。 

人間生活と関連のある自然の事物や現

象の中に問題を見出し，見通しをもって実

験・観察・調査などを行うとともに，もの

ごとを総合的に分析して考察し，それを表

現するなど、科学的に探究している。 

自然の事物・現象に進んでかかわり，科

学的に探究しようとする態度が養われて

いる。自然の原理・法則や科学技術の発展

と人間生活とのかかわりについて、興味・

関心を高めている。 

評
価
方
法 

以上の観点を踏まえ、 

・定期考査の分析 

・確認テストの分析 

・観察、実験の取り組み、レポート等の記

述の確認 

以上の観点を踏まえ、 

・定期考査の分析 

・授業ノートおよび観察、実験レポート等

の記述の分析 

以上の観点を踏まえ、 

・授業ノートの提出状況と記述の確認 

・観察、実験レポート等の記述の確認 

・課題の提出状況と記述の確認 

・授業態度 

授業ノート 

５ 学習計画                              

月 単元名 授業時数 

と領域 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の

観点 

評価方法 

４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１章 科学と技術の

発展 

３ ・ガイダンス 

 

 

 

 

・観察、実験を行

うにあたって 

・実験の基本操作 

・年間計画や評価方法についての確認 

・身近な自然の事物・現象および日常生活や社

会の中で利用されている科学技術を取り上げ、

今日の人間生活にどのように貢献してきたかに

ついて理解する。 

・観察、実験レポートの作成方法について理解

する。 

・実験上の注意、実験の後始末、事故が起こっ

た場合の対処法 

a b c 授業ノート 

観察、実験レ

ポート 

授業態度 



５ 
 
 
 
 
 

６ 
 

２章 物質の科学 

 ２節 食品と衣料 

８ 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

・食品にかかわる

物質 

「食品と栄養

素」、「炭水化物」、

「タンパク質」、

「脂質」、「酵素」 

・衣料にかかわる

物質 

「天然繊維」、「合

成繊維」 

・食品に関する観察、実験などを行い、食品中

の主な成分の性質について、日常生活と関連付

けて理解する。 

 

・衣料に関する観察、実験などを行い、身近な

衣料材料の性質や用途について、日常生活と関

連付けて理解する。 

a b c 授業ノート 

観察、実験レ

ポート 

授業態度 

前期中間考査 １   a 定期考査 

 
 
 
 

７ 
 
 

９ 

３章 生命の科学 

２節 微生物とそ 

の利用 

６ 

 

 

 

５ 

 

 

 

４ 

 

・いろいろな微生

物 

「微生物の存在

と発見」 

・微生物の利用 

「発酵食品」、「医

薬品」 

・生態系での微生

物 

「物質循環にお

ける微生物の働

き」、「下水処理」 

・微生物に関する観察、実験などを行い、微生

物の働きを人間生活と関連付けて理解する。 

a b c 授業ノート 

観察、実験レ

ポート 

授業態度 

前期期末考査 １   a 定期考査 

１０ 

 

１１ 

４章 光や熱の科学 

 １節 熱の性質と 

その利用 

５ 

 

５ 

 

 

３ 

 

 

 

２ 

・熱 

「熱量の保存」 

・熱の発生 

「仕事と熱」、「電

流と熱」 

・熱機関 

「歴史的事項」、

「不可逆変化と

永久機関」 

・エネルギーの変

換と利用 

・熱に関する観察、実験などを行い、熱の性質、

エネルギーの変換と保存及び有効利用につい

て、日常生活と関連付けて理解すること。 

a b c 授業ノート 

観察、実験レ

ポート 

授業態度 

後期中間考査 １   a 定期考査 



１２ 

 

１ 

 

２ 

 

５章 宇宙や地球の

科学 

２節 身近な自然 

景観と自然 

災害 

６ 

 

 

 

６ 

 

 

 

３ 

 

・身近な景観のな

りたち 

「身のまわりの

景観の形成」 

・地球内部のエネ

ルギー 

「プレートテク

トニクス」 

・自然の恵みと自

然災害 

「地震」、「火山活

動」、「防災と減

災」 

・自然景観と自然災害に関する観察、実験など

を行い、身近な自然景観の成り立ちと自然災害

について、人間生活と関連付けて理解すること。 

a b c 授業ノート 

観察、実験レ

ポート 

授業態度 

後期期末考査 １   a 定期考査 

３ これからの科学と人

間生活 

３ 課題研究等 

「自然や科学技

術と人間生活と

のかかわり」 

・これからの科学と人間生活との関わり方につ

いて認識を深めること。 

a b c  

計70時間（50分授業） 
 
６ 課題･提出物等 

・確認テスト 

・観察、実験レポート 

・授業ノート 

・長期休業中課題 or 考査前課題 

 

７ 担当者からの一言 

日常生活や社会で見られる自然の事物・現象、科学技術について、学んでいきます。「なぜだろう？」という気持ちを大切にして、楽

しく学んでいきましょう。 

 


